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 では、北陸及び四国地域において、競争力を有し、域外から所得を稼得する能力がある産業、

言い換えると移出力のある産業とは何か。それぞれの地域のある産業の移出額がその地域の全移

出額に占めるシェアを、全国の当該産業の移出額が全国の全移出額に占めるシェアで割った比率

を、顕示比較優位（ＲＣＡ）指数という81。この指数が高い場合は、その地域の当該産業が国内

で競争力が高く比較優位を持っていることの現れであると捉えることになる82。 

 第３－２－11表で両地域のＲＣＡ指数をみると、北陸地域には、生活関連型産業では繊維、基

礎素材型産業では非鉄金属、金属製品、化学やパルプ・紙、加工組立型産業では電子部品、一般

機械というようにバランスよく比較優位を有する業種が存在している。これに対して、四国地域

では、繊維の他は、パルプ・紙、石油・石炭製品、非鉄金属、化学といった基礎素材型産業で顕

著に高い値となっており、明らかに基礎素材型産業に比較優位を持っていることが示されている。

反対に、加工組立型産業ではＲＣＡが１を超える業種はなく、比較優位に乏しい。 

 

 

                                                  
81 ＲＣＡ（Revealed Comparative Advantage）指数は、移出品目構造に事後的に現れた比較優位を示す。経済企画

庁（1998）を参照。 

の移出額額／全国の全工業製品全国の当該製品の移出

工業製品の移出額移出額／当該地域の全当該地域の当該製品の
ＲＣＡ  

 なお、北陸地域に関するデータについては、中部経済産業局作成の地域産業連関表が中部全域に係るものであ

るため、ここでは㈶中部産業・地域活性化センターが公表しているデータを使用した。 
82 通常の地域経済基盤分析（ＢＮ分析）では、各産業の就業者数あるいは生産額を用いて特化係数を算出してい

る（大友（1996）、濱他（1997））が、ここでは地域の移輸出の競争力を検証するため、ＲＣＡを用いる。 
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Win-Win  
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